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むつみ会フラダンス 

ハッピー会（カラオケ） 

市比野よさこい踊り隊 

心響太鼓 

売店も大盛況 八重の花火 

突然の雨 

子供達も準備のお手伝い 

売店準備中 



 ８月１６日（日） 八重夏祭りが行われました。天気予報では夕方から曇り。

「大丈夫。開催出来る。」みんなで朝から準備作業開始。準備も整い、後は開始

を待つだけとなってから、夕方突然の雨。それでも始まる頃には雨も上がり、花

火を合図に会場は大勢のお客様で賑わいました。薩摩川内市の『地区コミュニ

ティ活性化事業補助金』を活用してきれいに生まれ変わった舞台で、順調にプ

ログラムは進行して行きました。しかし途中でまた突然の大雨に降られ、会場

は水浸しになってしまいました。雨の中でも帰られる方は少なく、シートでかば

いながら舞台にあげられた太鼓をたたく「心響太鼓」の小さな子供たちに、精一

杯の拍手を送ってくださいました。その後も真上に上がる花火に感動し、抽選

会の結果に一喜一憂し、最後まで無事終了することが出来ました。準備から片

づけまで、いろいろな事にお手伝いくださった皆さん、ご協力ありがとうござい 

  ました。 

 ８月２４日深夜の台風１５号では、あちこちで被害が続出し、長時間の停電も

続きました。八重の道路も、倒木で通行困難な場所が多く心配されましたが、

すぐに各自治会の皆さんが率先して復旧に努力してくださり、車の通行が出来

るようになりました。その後も、側溝を上げてくださったり、道路の枯れ木を片付

けてくださったり、自分の家は後回しで作業をしていただきました。コミュニティ

センター周辺の桜の木も数本が根っこから倒れてしまいました。まだまだ、完全

復旧には時間がかかりそうですが、人的被害がなかったのが幸いでした。 

自治会のみんなで片付

電信柱も真っ二つ たくさんの木が根倒し 

木や竹で道路は通行困難



 ９月１３日（日曜日） 幼児から高齢者まで皆さん一堂に会して、

恒例の八重村づくり敬老運動会が開催されました。来賓に入来支

所長や上野議長、鶴薗県議他の皆さんにおいでいただき、高齢者

の皆様の長寿を祝いながら、地区民総出の運動会となりました。

また、地区外にお住まいのお子さん、お孫さんも一緒に駆けつけ

てくださり、プログラムにも参加してくださいました。 

 そして今年還暦の皆さん、昭和４３年３月八重小学校卒業の６名

の方、また恩師の平畑先生も参加してくださり、楽しい運動会に華

をそえてくださいました。卒業以来という方もおられて、久しぶりの

八重、そして同級生との再会に感激され、話が弾んでいるようでし

た。運動会の写真は、来月号に掲載いたします。お楽しみに。 

国民文化祭まであと１ヶ月！  「薩摩川内こころの川柳大会」 

平成２７年１１月１日（日）  入来文化ホールにて開催 

  今月の川柳  『 雨ばかりヘソの辺りに母の影 』 坂本しげき 

評） 作者は８０代の男性ですが、降り続く雨に羊水を感じられたのでしょうか。 

      いくつになっても母親の存在は偉大のようです。 

 １０月１１日は市総合運動公園陸上グラウンドで市民運動会が開催されま

す。会長・副会長もスプーンリレーに参加します。応援にお出かけください。  

 八重有志５名の皆さんが、夏祭り前・村づくり敬老運動会前の２回、コミュニ

ティセンターグラウンド、そして周辺の草払いを行ってくださいました。おかげさ

まで、きれいなグラウンドで行事を行う事が出来ました。暑い中の作業、本当

にありがとうございました。 

 ９月４日（金曜日） 婦人会で生涯学習

講座を利用して満園先生をお招きし、レ

クレーション講座を受けました。一人暮

らしが多くなったり、近隣との付き合い

が少なくなると、人と話す機会が少なく

なり、声が出にくくなるので、大きな声で

歌を歌うことは、大切であると学びまし

た。また、「柔」や「高原列車は行く」の曲

に合わせて、全身の筋肉をほぐす体操

も行い、精一杯背筋を伸ばしました。 


